
一
、
は
じ
め
に

　
近
年
、
軍
記
物
語
や
語
り
物
文
芸
を
題
材
と
す
る
絵
巻
や
絵
入
り
本
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
『
平
家
物
語
』
を
題
材
と
す
る
絵
巻
や
絵
入
り
本
、
屏
風
絵

に
加
え
て
、
戦
国
時
代
を
中
心
に
武
家
や
公
家
に
愛
好
さ
れ
た
幸
若
舞
曲
に
も
、
物
語
を
題
材
と

す
る
数
多
く
の
絵
巻
や
屏
風
絵
が
各
地
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
軍
記
物
語
や
語
り

物
文
芸
は
、
文
字
テ
ク
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
絵
入
り
写
本
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
の
挿
絵
や
屏

風
絵
と
い
っ
た
絵
画
メ
デ
ィ
ア
も
含
め
て
論
じ
る
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

　
筆
者
も
こ
う
し
た
研
究
動
向
に
学
び
つ
つ
、
物
語
絵
と
し
て
の
軍
記
・
語
り
物
文
芸
に
関
心
を

寄
せ
、
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
き
た
（
１
）。
筆
者
が
代
表
者
を
つ
と
め
た
『
曽
我

物
語
』
を
題
材
と
す
る
絵
画
作
品
に
関
す
る
共
同
研
究
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
公
募
研
究
に

採
択
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
と
同
二
十
五
年
度
に
共
同
研
究
を
実
施
し
た
。
鈴
木
彰
氏
、
出
口

久
徳
氏
、
斉
藤
研
一
氏
、
伊
藤
慎
吾
氏
、
目
黒
将
史
氏
、
市
川
廣
太
氏
、
植
松
有
希
氏
と
と
も
に

進
め
た
共
同
研
究
は
、
短
期
間
な
が
ら
研
究
分
担
者
諸
氏
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
『
曽
我
物
語
』
を
題
材
と
す
る
絵
画
表
象
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
情
報

を
整
理
し
、
そ
の
概
要
と
論
点
を
示
し
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
『「
曽
我
物
語
」

の
絵
画
化
と
文
化
環
境：

物
語
絵
・
出
版
・
地
域
社
会
』（
以
下
、
報
告
書
と
略
記
す
る
）
を
公

刊
し
、
文
学
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
史
学
や
歴
史
学
等
の
隣
接
分
野
に
も
成
果
を
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
斉
藤
研
一
氏
に
よ
る
曽
我
物
語
図
屏
風
約
四
十
点
に
及
ぶ
一
覧
は
、
美
術

史
学
に
影
響
を
与
え
、
新
出
本
紹
介
の
機
運
を
つ
く
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
２
）。
ま
た
、
曽

我
物
語
絵
の
重
要
画
題
の
一
つ
、
富
士
の
巻
狩
図
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
彰
氏
と
斉
藤
研
一
氏
の
論

考
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
図
像
の
享
受
と
展
開
が
明
ら
か
に
な
り
、
新
た
な
研
究
の
地

平
を
拓
い
た
（
３
）。

　
筆
者
は
研
究
代
表
者
と
し
て
、
研
究
の
統
括
と
並
行
し
て
『
曽
我
物
語
』
の
絵
巻
や
絵
入
り
本

を
担
当
し
、
概
要
を
執
筆
し
た
（
４
）。『
曽
我
物
語
』
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
は
、
流
布
本
（
仮
名

本
）『
曽
我
物
語
』
十
二
巻
十
二
冊
か
ら
派
生
し
た
系
統
と
、『
曽
我
物
語
』
の
要
所
を
『
吾
妻
鑑
』

等
の
叙
述
を
組
み
合
わ
せ
て
、
簡
潔
に
し
た
二
巻
本
の
『
富
士
巻
狩
』
の
系
統
に
大
別
さ
れ
、
さ

ら
に
『
夜
討
曽
我
』
や
『
十
番
切
』
と
い
っ
た
幸
若
舞
曲
の
曽
我
物
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
も
関
連

す
る
作
品
群
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
筆
者
は
右
の
成
果
を
ふ
ま
え
、『
曽
我
物
語
』
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
、
幸
若
舞
曲
の
曽
我
物
の

絵
巻
や
絵
入
り
本
、
そ
し
て
両
者
の
要
素
を
備
え
た
屏
風
絵
を
〈
曽
我
物
語
絵
〉
と
し
て
あ
ら
た

め
て
把
握
し
、
物
語
絵
画
と
し
て
の
特
質
に
迫
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
〈
曽
我
物

語
絵
〉
研
究
に
本
格
的
に
取
り
組
む
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
新
出
の
国
会
図
書
館
所
蔵
『
曽

研究ノート

国会図書館蔵『曽我物語』覚書
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と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
巻
数
と
冊
数
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
流
布
本
十
二
巻
十
二
冊
の
章
段
を

絵
入
り
本
に
し
た
て
た
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
と
対
照
す
る
と
き
、
国
会
本
の
特
色
を
見
極

め
る
指
標
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
全
一
五
三
図
に
及
ぶ
挿
絵
の
う
ち
、
見
開
き
は
十
四
場
面
あ
る
。
次
に
各
冊
の
章
段
名
を
摘
記

し
て
お
く
。

第
一
冊 

惟
喬
・
惟
仁
の
位
争
ひ
の
事 

第
十
冊 

ふ
ん
女
が
事

 

杵
臼
・
程
嬰
が
事 

 

五
郎
大
磯
へ
ゆ
き
し
事

第
二
冊 

奥
野
の
狩
の
事 

第
十
三
冊 

ふ
じ
の
の
か
り
ば
の
事

 

同
じ
く
相
撲
の
事 

 

げ
ん
た
と
し
げ
や
す
が
し
ゝ
論
の
事

第
四
冊 

兼
隆
が
打
た
る
る
事 

第
十
四
冊 

ふ
ね
の
は
じ
ま
り
の
事

第
六
冊 

鎌
倉
殿
、
箱
根
御
参
詣
の
事 

第
十
六
冊 

十
番
ぎ
り
の
事

第
九
冊 

呉
越
の
戦
ひ
の
事 

第
十
九
冊 

兄
弟
、
神
に
い
は
は
る
る
事

　
『
曽
我
物
語
』
の
代
表
的
な
場
面
で
あ
る
巻
狩
り
の
場
面
の
数
々
や
十
郎
の
活
躍
を
伝
え
る
十

番
切
り
の
場
面
、
十
郎
と
五
郎
兄
弟
が
弔
わ
れ
る
場
面
等
、
物
語
の
主
要
場
面
が
見
開
き
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
わ
せ
て
流
布
本
に
特
徴
的
な
故
事
説
話
の
数
々
も
見
開
き
に
な
っ
て

い
る
（
７
）。
真
名
本
に
対
す
る
流
布
本
（
仮
名
本
）
の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。
具
体
的
な
検
討
は
別
稿
に
譲
る
が
、
第
九
冊
の
「
呉
越
の
戦
ひ
の
事
」
は
、
見
開
き
を

二
回
用
い
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
呉
越
の
い
く
さ
故
事
は
、
単
独
で
絵
巻
や
絵
入
り
本
に

な
っ
て
お
り
（
８
）、
同
時
代
の
絵
巻
や
絵
本
制
作
と
の
照
応
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
第
一
冊

の
「
杵
臼
・
程
嬰
が
事
」
や
第
十
四
冊
の
「
ふ
ね
の
は
じ
ま
り
の
事
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
絵
巻
や
屏

風
が
知
ら
れ
（
９
）、
そ
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
見
開
き
の
場
面
群
に
つ
い
て
も
諸

伝
本
と
の
比
較
を
軸
に
、
近
世
前
期
の
物
語
絵
画
の
隆
盛
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
に
な
る
。

三
、
挿
絵
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て

　
国
会
本
の
一
五
三
図
に
も
及
ぶ
挿
絵
を
通
観
す
る
と
、
物
語
の
絵
画
を
め
ぐ
っ
て
幾
つ
か
の
興

味
深
い
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
曽
我
兄
弟
に
よ
る
敵
討
の
実
行
と
そ
の
顛
末
が
叙
述

さ
れ
る
第
十
六
冊
か
ら
第
十
七
冊
に
着
目
し
て
お
こ
う
。
第
十
六
冊
で
は
、
曽
我
兄
弟
に
よ
る
工

藤
祐
経
へ
の
敵
討
が
果
た
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
王
藤
内
の
殺
害
ま
で
が
叙
述
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の

場
面
で
は
、
祐
経
や
王
藤
内
に
太
刀
を
ぬ
き
、
む
か
っ
て
い
く
兄
弟
の
姿
こ
そ
描
か
れ
る
も
の
の
、

刀
傷
に
よ
る
流
血
な
ど
は
、
一
切
描
か
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
寛
永
期
の
組
み
合
わ
せ
絵
入

古
活
字
版
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
や
正
保
三
年
刊
の
絵
入
り
版
本
の
『
曽
我
物
語
』
の
挿
絵

我
物
語
』
十
二
巻
二
十
冊
（
絵
入
り
写
本
）
の
概
要
を
紹
介
し
、
今
後
の
課
題
を
素
描
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
本
論
で
言
及
す
る
〈
曽
我
物
語
絵
〉
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
図
版
を
省

略
し
て
い
る
。
当
該
誌
料
は
国
会
図
書
館
や
明
星
大
学
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ジ
タ
ル
資

料
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

二
、
国
会
図
書
館
蔵
『
曽
我
物
語
』
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
近
時
、
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
た
『
曽
我
物

語
』
に
つ
い
て
『
国
会
図
書
館
月
報
』
七
一
三
・
七
一
四
号
の
紹
介
（
５
）
に
従
っ
て
確
認
し
て

お
く
（
以
下
、
国
会
本
と
略
記
す
る
）。

書
名
『
曽
我
物
語
』

　
請
求
記
号W

A
32-23

形
態

　
彩
色
写
本
（
綴
葉
装
）

　
十
二
巻
二
十
冊

　
本
文

　
毎
半
葉
一
〇
行

　
毎
行
十
八
字

内
外

寸
法

　
縦
二
十
三
・
五
糎

　
横
一
七
・
一
糎
。
挿
絵
一
五
三
図
。

　
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、『
曽
我
物
語
』
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
は
、
十
二
巻
十
二
冊
を
基
本
と

す
る
流
布
本
（
仮
名
本
）
の
本
文
に
基
づ
く
。
一
巻
か
ら
十
二
巻
ま
で
の
完
本
は
、
大
東
急
記
念

文
庫
蔵
本
（
二
十
五
巻
二
十
五
冊

　
挿
絵
二
二
七
図
）
や
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
（
十
二
巻

十
二
冊
一
五
一
図
）
が
あ
る
。
な
お
、
一
巻
分
を
欠
く
も
の
の
、
ほ
ぼ
完
本
と
み
ら
れ
る
伝
本
に

米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
十
五
巻
二
十
四
冊
・
巻
五
欠

　
挿
絵
一
二
二
図
）
が
あ
る
。
ま
た
、

詳
細
は
未
詳
な
が
ら
白
鶴
美
術
館
蔵
本
（
二
十
五
巻
二
十
五
冊
）
や
大
英
博
物
館
蔵
本
（
巻
数
未

詳
十
二
冊
）
も
冊
数
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
完
本
の
可
能
性
が
高
い
。
国
会
本
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
伝
本
と
の
比
較
対
照
が
基
礎
作
業
と
な
る
。
国
会
本
は
、
綴
葉
装
（
列

帖
装
）
で
あ
り
、
同
種
の
装
丁
で
あ
る
『
保
元
物
語
』
や
『
平
治
物
語
』
等
も
視
野
に
入
れ
て
絵

入
り
本
と
し
て
、
そ
の
位
相
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
（
６
）。

　
国
会
本
の
章
段
名
は
、
流
布
本
に
準
じ
、
本
文
も
踏
襲
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。
今
試
み
に
国

会
本
の
各
冊
の
章
段
を
『
曽
我
物
語
』
の
絵
入
り
版
本
の
基
準
に
な
る
正
保
三
年
刊
本
（
国
会
図

書
館
所
蔵
）
の
章
段
と
対
照
す
る
と
、
次
の
結
果
に
な
る
。

　
第
一
冊
・
第
二
冊
（
巻
一
）、
第
三
冊
・
第
四
冊
（
巻
二
）、
第
五
冊
・
第
六
冊
・
第
七
冊
（
巻

三
・
巻
四
）、
第
八
冊
・
第
九
冊
（
巻
五
）、
第
十
冊
・
第
十
一
冊
・
第
十
二
冊
（
巻
六
・
巻
七
）、

第
十
三
冊
・
第
十
四
冊
（
巻
八
）、
第
十
五
冊
・
第
十
六
冊
・
十
七
冊
・
第
十
八
冊
（
巻
九
・
巻
十
）

第
十
九
冊
（
巻
十
一
）、
第
二
十
冊
（
十
二
冊
）。

　
流
布
本
の
一
巻
分
の
章
段
を
二
分
冊
す
る
場
合
と
、
二
巻
分
の
章
段
を
三
分
冊
、
あ
る
い
は
四

分
冊
す
る
場
合
、
そ
し
て
一
巻
の
章
段
に
対
し
て
そ
の
ま
ま
一
冊
を
対
応
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
こ

（ 2）国会図書館蔵『曽我物語』覚書
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が
斬
首
や
手
足
の
負
傷
な
ど
を
描
き
、
殺
害
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
明
示
す
る
の
と
は
対
照
的
で

あ
る
。

　
第
十
六
冊
「
十
郎
が
討
ち
死
の
事
」
で
は
、
敵
討
を
果
た
し
た
十
郎
が
新
田
四
郎
と
対
峙
す
る

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。
千
鳥
柄
の
装
束
で
太
刀
を
ふ
り
あ
げ
る
の
が
十
郎
で
、
そ
れ

に
太
刀
で
応
じ
る
の
が
新
田
で
あ
る
。
本
文
で
は
十
郎
は
新
田
に
討
た
れ
、
最
期
を
遂
げ
る
の
だ

が
、
国
会
本
の
挿
絵
で
は
、
絵
入
り
版
本
の
挿
絵
で
は
詳
し
く
描
か
れ
る
十
郎
の
負
傷
の
様
子
を

採
る
こ
と
は
な
い
。
通
常
、
軍
記
物
語
や
語
り
物
文
芸
で
は
、
負
傷
を
伴
う
い
く
さ
や
戦
い
の
叙

述
は
重
視
さ
れ
、
絵
画
化
に
お
い
て
も
一
つ
の
見
せ
場
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
絵
巻

や
絵
入
り
本
に
お
い
て
は
、
様
々
な
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
で
参
考
に
な
る
指
摘
が
出
口
久
徳
氏
と
星
瑞
穂
氏
に
あ
る
（
10
）。
出
口
氏
は
、
二
松

学
舎
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
『
保
元
物
語
』
と
『
平
治
物
語
』
に
お
い
て
処
刑
に
関
す
る
章
段
を

と
り
あ
げ
、
残
酷
な
場
面
が
回
避
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
す
る
。
同
趣
の
指
摘
が
海
の
見
え
る
杜

美
術
館
蔵
『
舞
の
本
』（
四
十
七
冊
）
の
挿
絵
に
関
し
て
星
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
星
氏

は
『
入
鹿
』
や
『
景
清
』
を
と
り
あ
げ
、
絵
入
り
版
本
と
の
対
比
か
ら
、
斬
首
の
場
面
が
避
け
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
絵
画
化
さ
れ
る
場
面
に
異
な
り
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
こ
れ

ら
の
指
摘
は
綴
葉
装
（
列
帖
装
）
で
挿
絵
を
有
す
る
絵
入
り
本
に
お
い
て
流
血
を
強
調
す
る
負
傷

の
表
現
が
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
国
会
本
の
表
現
志
向
を
把
握
す
る
上
で

も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

　
第
十
七
冊
「
五
郎
御
前
へ
召
出
さ
れ
聞
め
し
と
は
る
る
事
」
で
は
、
捕
ら
え
ら
れ
た
五
郎
が
十

郎
の
斬
首
と
折
れ
た
太
刀
を
前
に
頼
朝
に
尋
問
さ
れ
る
一
連
の
場
面
が
叙
述
さ
れ
る
。〈
曽
我
物

語
絵
〉
に
限
ら
ず
、
軍
記
物
語
や
幸
若
舞
曲
に
お
い
て
頼
朝
の
存
在
感
は
大
き
く
（
11
）、
国
会

本
で
も
繰
り
返
し
、
烏
帽
子
を
着
し
、
狩
衣
姿
で
繧
繝
縁
の
畳
に
座
る
頼
朝
が
描
か
れ
る
。
本
場

面
で
も
捕
ら
わ
れ
た
五
郎
時
宗
の
前
に
座
る
頼
朝
が
こ
の
場
面
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
頼
朝
と
五
郎
時
宗
の
前
に
置
か
れ
た
太
刀
で
あ
る
。
同
じ
場
面
を
取

り
上
げ
た
『
十
番
切
絵
巻
』（
明
星
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
挿
絵
で
は
十
郎
の
首
の
脇
に
太
刀
を

添
え
て
描
く
。
五
郎
が
十
郎
の
首
と
と
と
も
に
形
見
の
太
刀
を
確
認
す
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
例
に
対
し
て
、
国
会
本
の
挿
絵
は
、
正
保
三
年
刊
本
や
『
十
番
切
絵
巻
』
の
ご
と
く
、

五
郎
と
十
郎
の
首
が
対
面
し
、
表
情
を
確
認
す
る
よ
う
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
国
会
本
で
は
十

郎
の
首
は
、
五
郎
で
は
な
く
頼
朝
に
向
け
ら
れ
、
十
郎
の
首
は
五
郎
と
と
も
に
頼
朝
の
方
を
向
き
、

読
者
の
視
線
を
頼
朝
と
五
郎
の
間
に
置
か
れ
た
刀
剣
へ
と
う
な
が
す
。
結
論
的
に
述
べ
れ
ば
、
五

郎
と
頼
朝
が
対
峙
す
る
構
図
は
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
会
本
で
は
十
郎
と
五
郎
が
「
再
会
」

を
果
た
す
と
い
う
文
字
テ
ク
ス
ト
が
求
め
る
要
所
を
採
ら
な
い
。
敵
討
は
、
あ
く
ま
で
頼
朝
の
視

界
に
お
い
て
帰
結
す
る
こ
と
を
、
国
会
本
の
挿
絵
は
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は

図２　国会図書館所蔵『曽我物語』第十七冊
（国会図書館デジタルライブラリー）

図１　国会図書館所蔵『曽我物語』第十六冊
（国会図書館デジタルライブラリー）

（ 3） 同志社女子大学　学術研究年報　第 73 巻　2022年
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り
本
、
屏
風
絵
、
絵
馬
と
多
様
な
絵
画
メ
デ
ィ
ア
を
包
括
す
る
。
ま
た
、『
曽
我
物
語
』
は
も
ち

ろ
ん
、
能
や
幸
若
舞
曲
や
古
浄
瑠
璃
と
い
っ
た
諸
芸
能
と
も
か
か
わ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
の
文
芸
と
絵
画
の
交
渉
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
恰
好
の
領
域
で
あ
る
。
本
稿
で
論
じ

た
国
会
本
に
つ
い
て
は
『
曽
我
物
語
』
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
諸
伝
本
と
の
対
照
を
は
じ
め
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
多
い
。
続
稿
を
期
し
た
い
。

注

（
１
）
拙
稿
「
語
り
物
と
絵
画
の
交
錯
―
絵
入
本
『
烏
帽
子
折
』
小
考
」（「
国
文
学

　
解
釈
と
鑑

賞
」
七
十
四
巻
十
号
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）、
同
「
和
田
酒
盛
譚
考
―
『
曽
我
物
語
』・
舞

の
本
・
古
浄
瑠
璃
正
本
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
三
十
九
号
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
等
。

（
２
）
斉
藤
研
一
「「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
作
品
一
覧
・
図
版
掲
載
文
献
一
覧
」『〈
曽
我
物
語
〉

の
絵
画
化
と
文
化
環
境
―
物
語
絵
・
出
版
・
地
域
社
会
』
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研

究
資
料
館
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。
斉
藤
氏
の
一
覧
以
降
の
代
表
的
な
研
究
に
、
三
戸
信

惠
「
曽
我
物
語
図
屛
風
に
関
す
る
一
考
察：

新
出
本
と
渡
辺
美
術
館
本
を
中
心
に
」（「
国

華
」
一
二
五
巻
十
一
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）
及
び
小
口
康
仁
「
曽
我
物
語
図
屏
風
」
の

展
開
―
富
士
巻
狩
・
夜
討
図
か
ら
富
士
巻
狩
図
へ
―
」（
同
誌
）
等
が
あ
る
。

（
３
）
鈴
木
彰
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
蔵
平
峰
家
本
「
富
士
巻
狩
図
」
に
つ
い
て

―
門
之
浦
本
・

櫨
木
家
本
と
の
あ
わ
い
を
探
る

―
」（
注
２
前
掲
報
告
書
所
収
）、
斉
藤
研
一
「
下
野
狩

図
」
覚
書
（
注
２
前
掲
報
告
書
所
収
）。

（
４
）
拙
稿
「〈
曽
我
物
語
絵
〉
の
諸
相
―
絵
巻
・
絵
本
の
基
礎
的
研
究
」（
注
２
前
掲
報
告
書
所

収
）。

（
５
）
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
「
第
五
十
五
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

　
新
た
な
貴
重
書
の

ご
紹
介
」（「
国
立
国
会
図
書
館
月
報
」
七
一
三
・
七
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
九
・
十
月
）。

（
６
）
石
川
透
「
奈
良
絵
本
『
保
元
・
平
治
物
語
絵
巻
』
に
つ
い
て
」（『
源
平
の
時
代
を
視
る
―

二
松
学
舎
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵

　
奈
良
絵
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
を
中
心
に
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
の
示
唆
に
拠
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
注
５
前
掲
紹

介
文
に
あ
る
よ
う
に
、
国
会
本
の
挿
絵
に
は
、
制
作
の
過
程
を
う
か
が
わ
せ
る
墨
書
が
み

ら
れ
る
。
挿
絵
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
『
曽
我
物
語
』
の
写
本
が
ど
の
よ
う
な
場
で
制
作
さ

れ
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
は
少
な
い
が
、
新
美
哲
彦
氏
が
紹
介
し
た
伝
三
条
西
実
枝
筆

『
源
氏
物
語
』
の
表
紙
裏
反
故
の
な
か
に
、
幸
若
舞
曲
『
百
合
若
大
臣
』
な
ど
と
も
に
『
曽

我
物
語
』
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
新
美
哲
彦
「
近
世
前
期
の
写
本

弟
に
よ
る
兄
の
首
の
実
検
と
い
う
凄
惨
な
場
面
を
さ
け
、
十
郎
の
折
れ
た
太
刀
に
こ
と
の
顛
末
を

語
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
章
段
で
は
五
郎
の
太
刀
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
、
描
か
れ
た
十
郎
の
太
刀
と
確
定
し
に

く
い
面
も
あ
る
が
、
文
脈
上
、
刀
身
が
露
わ
に
さ
れ
て
い
る
点
を
勘
案
し
、
十
郎
の
所
持
品
と
み

て
お
く
。

　
鈴
木
彰
氏
は
仮
名
本
の
『
曽
我
物
語
』
に
お
い
て
曽
我
兄
弟
の
太
刀
が
十
郎
の
伊
東
家
へ
の
帰

属
を
あ
ら
わ
す
一
方
で
、
五
郎
が
源
家
重
代
の
友
切
を
所
持
す
る
こ
と
の
意
義
を
論
じ
る
（
12
）。

頼
朝
の
も
と
に
鬚
切
と
と
も
に
友
切
が
集
め
ら
れ
る
と
い
う
仮
名
本
の
志
向
を
指
摘
す
る
。
首
肯

す
べ
き
卓
見
で
、
国
会
本
が
流
血
の
凄
惨
な
場
面
を
描
く
こ
と
な
く
、
整
然
と
し
た
頼
朝
の
姿
と

太
刀
を
描
い
た
の
は
、
太
刀
に
ま
つ
わ
る
価
値
観
を
重
視
す
る
仮
名
本
の
志
向
の
反
映
と
も
解
さ

れ
る
。
先
に
確
認
し
た
刀
傷
に
よ
る
流
血
を
避
け
る
傾
向
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
十
郎
の
首
か
ら

切
り
離
さ
れ
、
頼
朝
の
目
前
に
置
か
れ
た
太
刀
は
、『
十
番
切
絵
巻
』
と
は
ま
た
異
な
る
物
語
へ

の
志
向
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
先
述
の
出
口
氏
は
『
曽
我
物
語
』
を
含
め
た
軍
記
物
語
絵
に
お
け
る
頼
朝
の
対
面
場
面
を
近
世

社
会
と
の
接
点
で
理
解
す
る
視
座
を
提
唱
し
、
絵
入
り
版
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
頼
朝
に
幕
府
を

統
制
す
る
「
将
軍
」
の
面
影
を
重
ね
る
（
13
）。
頼
朝
と
太
刀
の
取
り
合
わ
せ
を
描
く
国
会
本
の

理
解
に
お
い
て
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
綴
葉
装
（
列
帖
装
）
の
物
語
絵
の
表
現
手
法
や
場
面
選

択
の
志
向
を
踏
ま
え
、
頼
朝
の
表
象
を
検
討
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
し
て
見
え
て
く
る
。
こ
こ

で
は
主
に
正
保
三
年
刊
本
や
『
十
番
切
絵
巻
』
と
の
対
比
で
国
会
本
の
表
現
志
向
を
探
っ
て
み
た
。

右
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、〈
曽
我
物
語
絵
〉
や
同
時
代
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
を
対
象
に
、
太
刀

に
ま
つ
わ
る
文
化
事
象
も
視
野
に
お
さ
め
（
14
）、
別
途
検
討
を
試
み
た
い
。

四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
新
出
の
国
会
本
の
概
要
を
紹
介
し
、
挿
絵
の
考
察
を
手
が
か
り
に
〈
曽
我
物
語
絵
〉
に

ま
つ
わ
る
問
題
の
一
端
を
論
じ
て
き
た
。
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
ご
と
く
、
軍
記
物
語
や
幸
若
舞

曲
の
絵
巻
や
絵
入
り
本
が
各
地
に
相
応
の
質
と
量
を
そ
な
え
た
物
語
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
、
絵
巻
や
絵
入
り
写
本
に
つ

い
て
制
作
の
状
況
を
具
体
的
に
伝
え
る
資
料
は
少
な
く
、
断
片
的
な
考
察
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
、
物
語
絵
の
読
者
や
観
者
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
も
限
ら
れ
て
お
り
、
物

語
本
文
と
そ
の
絵
画
化
の
様
相
を
個
別
に
解
明
す
る
と
い
う
基
礎
的
研
究
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め

て
認
識
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
問
題
を
素
描
し
た
物
語
と
絵
画
の
交
錯
か
ら
導
か
れ
る
様
々
な

表
象
の
分
析
を
積
極
的
に
試
行
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。〈
曽
我
物
語
絵
〉
は
、
絵
巻
や
絵
入

（ 4）国会図書館蔵『曽我物語』覚書
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製
作
―
伝
三
条
西
実
枝
筆
『
源
氏
物
語
』
表
紙
裏
反
故
か
ら
―
」（『
源
氏
物
語
の
受
容
と

生
成
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
７
）
曽
我
物
語
の
故
事
説
話
に
つ
い
て
は
、
村
上
美
登
志
「「
曽
我
物
語
」
と
傍
系
説
話
―
婆

羅
門
説
話
を
め
ぐ
る
」『
中
世
文
学
の
諸
相
と
そ
の
時
代
Ⅱ
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
）、

同
「『
曽
我
物
語
』
と
傍
系
故
事
説
話
―
「
李
将
軍
」「
杵
臼
・
程
嬰
」「
玄
宗
・
楊
貴
妃
」

説
話
を
め
ぐ
る
」（『
中
世
文
学
の
諸
相
と
そ
の
時
代
Ⅱ
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
を

参
照
。
問
題
の
射
程
に
つ
い
て
は
、
池
田
敬
子
「
仮
名
本
の
世
界
」（『
曽
我
物
語
の
作
品

宇
宙
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
８
）
小
林
健
二
「『
太
平
記
』
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
本
―
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵

『
呉
越
物
語
』
を
中
心
に
」（「
説
話
文
学
研
究
」
四
十
六
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
）。

（
９
）
杵
臼
・
程
嬰
説
話
の
絵
巻
と
屏
風
に
つ
い
て
は
、
土
谷
真
紀
「「
程
嬰
杵
臼
豫
譲
絵
巻
」

―
小
絵
絵
巻
へ
の
視
野
」（『
初
期
狩
野
派
絵
巻
の
研
究
』青
簡
舎
、二
〇
一
九
年
）、マ
シ
ュ
ー 

マ
ッ
ケ
ル
ウ
ェ
イ
「
新
出
「
程
嬰
杵
臼
豫
譲
図
屛
風
」
考
察
」（「
国
華
」
一
二
七
巻
九
号
、

二
〇
二
二
年
四
月
）
等
を
参
照
。「
舟
の
は
じ
ま
り
」
説
話
及
び
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
浜

中
修
「『
舟
の
ゐ
と
く
』
の
形
成
」（『
室
町
物
語
論
攷
』
新
典
社
、
一
九
九
六
年
）、「『
舟

の
ゐ
と
く
絵
巻
』
解
題
」（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ

ン
タ
ー
編
、
二
〇
一
四
年
）
等
参
照
。

（
10
）
出
口
久
徳
「
描
か
れ
た
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
世
界
―
二
本
松
本
を
中
心
に
」（
注

６
前
掲
書
所
収
）、
星
瑞
穂
「
奈
良
絵
本
『
舞
の
本
』
と
版
本
の
挿
絵
の
関
係
性
」（『
舞

の
本
を
読
む

　
武
将
が
愛
し
た
舞
の
世
界
の
物
語
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

（
11
）
出
口
久
徳
「
寛
文
・
延
宝
期
、
軍
記
物
語
版
本
の
挿
絵
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（『
い
く
さ

と
物
語
の
中
世
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）、
林
茉
奈
「
絵
入
り
版
本
『
曽
我
物
語
』

考
―
挿
絵
に
描
か
れ
る
頼
朝
と
曽
我
兄
弟
を
中
心
に
」（「
語
文
論
叢
」
三
十
五
号
、
二
〇

二
〇
年
七
月
）
を
参
照
。

（
12
）
鈴
木
彰
「
源
家
重
代
の
太
刀
と
曽
我
兄
弟
・
源
頼
朝
―
『
曽
我
物
語
』
の
な
か
の
「
髭
切
」

「
友
切
」
―
」（『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
曽
我
兄
弟

所
持
の
太
刀
と
『
曽
我
物
語
』

―
仮
名
本
の
流
布
と
再
生

―
」（『
軍
記
物
語
の
窓
』

第
三
集
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
13
）
注
11
前
掲
出
口
論
文
参
照
。
頼
朝
の
表
象
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
純
一
「
頼
朝
の
イ
メ
ー

ジ
と
徳
川
将
軍
」（『
武
士
と
騎
士
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
も
参
照
。

（
14
）
注
12
前
掲
鈴
木
論
文
や
渡
瀬
淳
子
「
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
の
五
郎
像
と
源
義
経
―
斬
り

合
う
太
刀
の
象
徴
す
る
も
の
」（『
室
町
の
知
的
基
盤
と
言
説
形
成
―
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』

と
そ
の
周
辺
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
等
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
筆
者
も
絵
巻
や
絵
入

り
写
本
、
物
語
草
子
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
太
刀
及
び
刀
剣
の
表
象
に
つ
い
て
さ
ら
に
考

え
て
み
た
い
。

【
付
記
】

　
本
研
究
は
、JS

P
S

科
研
費20

K
00305

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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